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言葉の採集にみる『幼児の世界』(2)
佐 藤 五十五
The World of Children and their Expressions(2)
Isogo Sato
本稿は幼稚園教育実習で実習生が幼児との対応の中で採集した ｢幼児の言葉｣を分類整理 し
考察を加えていこうとするものである｡考察のねらいは造形的､感覚的な視点から子供の遊び
のきっかけと展開の糸口を同時に見出していくことにある｡前号においては本文冒頭に示す項
目について考察を終えた｡本号では (1)落ち葉 についての考察で残された二つの項目 [形
の発見]と [落ち葉と遊び]に分類された幼児の言葉を取り上げ考察を加えてみた｡(考察対象
として例に挙げた言葉は多数が採録したものについては☆印を､また数名の限られたものにつ
いては採録者の学生番号を付して採録データとした｡)
1.『心情』
(1) 落ち葉
① 【判断基準】
② 【色彩と発想】
③ 【生と死】
清泉女学院短期大学研究紀要 第13号 (1995)掲載
㊨ 【形の発見】123例
《この葉っぱ -- ト みたいな形 8例≫
1.あの山 隣の山と 双子かな｡ ('92-114)
2.あっ､この葉っぱと この葉っぱ 双子だよ｡ ('92-6､-124)
3.これ､双子みたいだね｡ ('92-6)
4.この葉っぱと葉っぱ 大きさが違うけど 形が同じだから兄弟みたい｡ ('93-ll)
5.いちょうの葉っぱって -- トみたいな形だねo ('93-63)
6.この葉っぱ -- ト みたいでしょう｡ ('93-13)
7.この葉っぱ-- トみたいな形していておもしろいね｡ ('92-76)
8.この葉っぱ お星様の形しているよ｡ ('93-63)
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※落ち葉を手にして､初めて気づ く事はそれ
なりに人に伝えたいものである｡拾い集めた
落ち葉を見ると､どれもこれも同じ形ばかり
である｡それを双子や兄弟という言葉で伝え
ようとする｡かわいい子供らしい表現といえ
ばそれまでであるが､大きさは違うが形は同
じという気づきは､大切にしたいものである｡
同時にまた､-ー ト形や星形として葉っぱの
形を捉えて表現する事は､幼児の形の認識の
特徴を示していよう｡このことは､真四角や､
長四角､三角形や円形､菱形という幾何的な
基本形を幼児はどのように把握していくかと
いう事と関連があろう｡-- トや星という意
味を基に簡単な遊びが繰り返され､その中で
視覚的に形の把握が進んでいくものと考えら
れる｡積み木の三角形と四角で遊ぶことで形
の認識はできても､その形を他に転化して見
立てをすることはできない｡-ー トや星とい
≪この葉っぱ､手みたいだねぇ 11例≫
う､現実にあって抽象化されて､さまざまな
ニュアンスを持った言葉として幼児の現実の
中に入り込んでいて見立て (形の発見)が容
易になるのであろう｡このことが幼児の遊び
の大半を占めるごっこ遊びを成り立たせてい
ると言えよう｡｢この葉っぱ､お星様の形して
いるよ｣と葉っぱをお星様に見立てることは､
チョコレー トの-- ト型やクッキーの星形を
楽しむこともでき､様々な物にこの形を当て
族めていくことができる視覚を獲得すること
ができたとみてよいであろう｡こうしたこと
を ｢視覚の転化｣と呼ぶことができる｡この
視覚の転化は現実の物の認知の巾をどんどん
広げて､現実を象徴する視点の誕生へとつな
がっていくであろう｡視覚の転化は創造的な
ものの見方という面でも､また生き生きとし
た遊びを展開していく上でも大切なきっかけ
である｡
1.もみじの葉っぱって 僕の手に似てるね｡ ('93-116)
2.この葉っぱ (おて)手 みたい｡ ('92-3､-80)
3.この葉っぱ 弟の お手々に似てる｡ ('93-105)
4.この葉っぱ 手袋 みたいでしょう｡ ('92-6､'93-38)
5.この葉っぱ 手みたいだねえ｡(落ち葉のもみじ) ☆
6.このもみじ 私の手と同じ大きさだ｡ ('92-73)
7.こっちが大きい手で こっちが小さい手だね｡ ('92-80)
8.赤ちゃんの手みたいで かわいいね｡ ('92-95)
9.見て この葉っぱ でかいよ､人の手みたいでしょう｡ ('93-63)
10.紅葉って 人の手の形と にているよねO ('92-96､-97)
ll.大きな手と 小さな手 みたいだね｡ ('92-6)
※形の発見は見立て遊びが前提で､これが出
来ないとクイズやなぞなぞ遊びと同じで答を
求めたり､考え込んだr)で遊びとしての展開
に無理が出てくる｡見立ての前提は ｢似てる
似てない｣といういたって感覚的なもので結
局の所それに尽きる｡問題はことさら造形的
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な面や､思いも寄らない発想や､個性的な特
長を求める事にあろう｡幼児にとってのおも
しろい遊びは､何回も何回も繰 り返され､し
かもまったく同じ展開と結論を知っていて繰
り返され満足している｡しかし厳密にはまっ
たく同じ遊びの繰 り返しはあり得ない｡一見
｢またやっているな｣という繰 り返しの遊び
でも､回を追うごとに遊びの一つ一つは身体
化され､あるいは感性として蓄積され､ある
いは何らかの工夫や省略が考えられ､いつの
間にやらその遊びから卒業していくことにな
る｡繰り返しの遊び行動は､幼児自身が本能
的に自らの成長や幼児期の生活として求めて
いる必要結果であろう｡また情緒の安定など
も､こうした繰 り返し遊びを背景として築か
れていくと考えたい｡｢もみじの葉っぱって僕
の手に似てるね｣は､まさしく見立て活動の
｢似てる似てない｣を象徴する一言である｡
自分の手をどのように見ているのか､その結
果が紅葉の葉っぱであるとするのには無理が
《この葉っぱ 赤ちゃんだね 12例≫
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あるO現実対応として領ける要素は少ない｡
あるいは似ても似つかない物という捉え方も
あろう｡手と葉っぱを似ていると捉えること
ができるためには､物の働きや機能､それに
伴う意味や存在そのものの持つニュアンスと
は別に､シルエット化して判断する視覚の誕
坐 (造形的な見方)が必要であろう｡しかし､
シルエットにしても手と葉っぱは､す ぐには
重ならない｡紅葉の葉っぱの先端が割れて広
がる形と､手が重なるためには観察的な見方
ではなくて､象徴的な物の捉え方､印象的な
把握の仕方が必要であろう｡それがとりもな
おきず感性でもあろう｡｢この葉っぱ手袋みた
いでしょう｣や ｢弟のお手々に似てる｣｢赤ち
ゃんの手みたいでかわいいね｣に､そうした
感性を見ることができる｡また一方観察的な
見方としては｢私の手と同じ大きだ｣｢こっち
が大きい手で､こっちが小さい手だね｣に見
られるような比べっこの視点が現実把握の感
性の目を誕生させている｡
1.先生見て 小さい葉っぱ見つけたよ｡ ('92-133)
2.この虫は どんぐりの子供なんだ｡どんぐり子供だ｡ ('93-23)
3.どんぐりの 赤ちゃん かわいいO(どんぐりひろい) ('93-5)
4.この葉っぱ 赤ちゃんだね｡ ('92-10､-128)
5.こっちの葉っぱ 小さいから赤ちゃんの葉っぱだね｡ ('92-13)
6.この葉っぱ 小さくてかわいそうなんだよ｡ ('92-62)
7.この葉っぱ 赤ちゃん葉っぱだよ｡(いちょうの葉っぱ) ('92-23)
8.赤ちゃんの 葉っぱだよ｡ ('92-106､'93-54)
9.この葉っぱ ちっちゃくてかわいいね｡ ('92-36､-87)
10.これが葉っぱのお父さんで これが葉っぱのお母さんで これ赤ちゃん｡ ('92-126)
ll.この紅葉 赤ちゃんだ｡ ('93-1)
12.これが赤ちゃんの葉っぱ こっちがお父さんの葉っぱだよ｡ ('92-101)
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※比較検討の大小関係を捉える感覚は ｢似て
る似てない｣という形を捉える感覚 (見立て
活動)と融合して幼児の視覚の世界を現然と
させてくれる｡｢似てる似てない｣｢大きい小
さい｣は共に比較検討の視点で､大小関係も
形を捉える視点の一つかもしれない｡さて､
小さいという捉え万は象徴的な受け止め方と
して ｢赤ちゃん｣となる｡つい先頃まで自分
自身が赤ちゃんであったことを考えると､随
分と成長したものである｡もっとも､弟や妹
が赤ちゃんとして身近にいることが多分に考
えられる｡｢赤ちゃん かわいい｣｢ちっちゃ
くてかわいいね｣｢小さくてかわいそうなん
だよ｣は､お母さんと一緒に赤ちゃんを覗き
込んでの会話 (お母さんのつぶやき)とも取
れる｡お父さん､お母さん､赤ちゃんと菓っ
《落ち葉の お花だよ 14例≫
ばの家族の誕生は象徴的な物の捉え方､印象
的な把握の仕方と大小関係を捉える感覚との
融合を示すものであろう｡
さて､みんなが見つけた赤ちゃん葉っぱだ
けを集めてみることにしよう｡お父さん葉っ
ぱを集めても構わない｡模造紙や四つ切りの
画用紙にセロテープで止めるだけで良い｡比
較検討は一目瞭然であるOちっちゃくてかわ
いい赤ちゃん葉っぱの中にもさまざまな大小
関係が見える｡赤ちゃんの中の赤ちゃんや､
赤ちゃんの中のお父さんだなどという言葉も
聞こえてきそうである｡比べることはややも
すると数量的な知的把握に陥りがちであるが､
物と物との関係把握はニュアンスを含んだ比
べっ二によって感覚的に把握されていくのが
幼児の世界であろう｡
1.いちょうの葉っぱ バラに見えるよ｡ ('93-116)
2.落ち葉の お花だよ｡ ('93-35)
3.いろんな葉っぱを まとめると 花みたい｡ ('92-80､'93-133)
4.葉っぱ いっぱい集めると お花になるよo ('931122)
5.いちょうの葉っぱ集めると お花みたい｡ ('93-133)
6.いちょうの葉っぱ こんなに集めた｡お花みたいだね｡ ('93-100)
7.先生見て見て､バラみたいでしょう. ('92-110)
8.先生このいちょう たくさん集めるとバラみたいだね｡ ('93-49)
9.葉っぱの花束みたい｡ ('92-65)
10.花束だよ｡お花みたい｡(銀杏の葉を束にして) ('93114､-78)
ll.葉っぱいっぱい集めたら､花束みたいになった｡ ('93-84)
12.先生見て 花束ができた｡きれいでしょう｡ ('92-64)
13.落ち葉を いっぱい集めると 花束になるよ｡ ('92-83)
14.見て､葉っぱ つなげたら お花みたいのできたよ｡ ('92-97)
※｢きれいな葉っぱ見つけた｣｢黄色の葉っぱ
はきれいだな｣手元に取った一枚の葉っぱが
気にいって､次から次と集めて握 り締めて10
枚､15枚の落ち葉がひとまとまりになる｡い
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ちょうの葉っぱは都合のいいことに､葉柄が
長い｡幼児の手で集めるのにはお跳え向きで
ある0-枚一枚の葉っぱに魅せられての葉っ
ぱ集めもあろう､集めっ二というお互いの比
べっ二による葉っぱ集めもあろう｡｢こんなに
集まったよ｣とお互いに見せ合ったり比べっ
二をしたりする中で､やや遠目に見る友達の
手は､葉っぱを持っているというより黄色い
花を持っているように見える｡黄色の鮮やか
さは､活き活きしたバラの花のようでもある｡
自分の手元を見るといつの間にやらやはりひ
とつの大きな花になっている｡たくさんの葉
っぱを集めたのに､みんな花びらに変身して
しまったようである｡｢落ち葉が花に変身｣は
｢枯れ木に花｣の花咲か爺さんの仕業かもし
れない｡｢銀杏の葉を束にして｣花に見立てる
《この葉っぱはね､うさぎさんになるんだよ
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ことは､同じ見立てでも柿の花やクローバー
の花を集めて花輪やレイ､花冠に見立てるの
とは違ってなかなか見事なものである｡｢枯れ
木に花ならぬ枯れ葉が花｣というウィットを
感じたりもする｡｢見立て｣という視線は変幻
自在に何でもかんでも別の物に変身させてし
まう｡花に見立てることができる要素は色彩
であろう｡もちろん､一枚の枯れ葉を花に見
立てることには難があるので､ひとまとめに
集めたり､つなげたり､束にしたりすること
も見立ての大切な要素であろう｡さて､いっ
ぱい集まった花束はどうしたら良いのだろう｡
花束らしく元をテープで留めて､折 り紙の紙
で包めばお母さんへのプレゼントのでき上が
りである｡
11例≫
1.この葉 二つつなげると蝶みたいだねO ('92-80)
2.この葉っぱは 蝶の羽みたい｡ ('92-8)
3.この葉っぱ ちょうちょ みたい｡ ☆
4.わあー､この葉っぱ蝶みたい｡ ('92-20)
5.紅葉はね うさぎになるんだよ｡いちょうは蝶々になるの｡ ('93-23)
6.この葉っぱはね うさぎさんになるんだよ｡ ('92-110)
7.葉っぱを 二つ合わせると うさぎさんみたい｡ ('92-45)
8.この葉っぱ にわとりの とさかになるよ｡ ('92-132)
9.この木の実 毛虫みたいだね｡ ('92-129)
10.この葉っぱで みの虫作るんだ｡ ('93-47)
ll.落ち葉をつなげると -びになるよ｡ ('93-35)
※ ｢この葉っぱは 蝶の羽みたい｣という見
立ては､創造性豊かな発見である｡落ち葉の
頃､辺りに蝶の舞う気配はない0-枚の落ち
葉の形から蝶の羽-の発想は､課題を投げか
けられてウンウン捻って何とか思い付いたと
いうものではなくて実に自然に生まれた感が
ある｡幼児の形の捉え万の特長を知ることが
できる良い例であろう｡三角形が二つ向き合
った描画､しかも黄色いクレヨンを使っての
表現が蝶なのである｡その三角形によく似た
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形が銀杏の葉っぱなのである｡銀杏の葉っぱ
の長い葉柄と葉柄を向かい合わせて､親指と
人差し指で押さえると紋黄蝶にそっくりなの
である｡誰かが発見した黄蝶は､どんどん伝
わって誰も彼もが両の手に黄蝶を持って､ヒ
ラヒラと舞わせる身体表現の遊び-と発展し
そうでもある｡
｢葉っぱを二つ合わせると うさぎさんみ
たい｣と言う形の発見もある｡二枚の葉っぱ
はおそらく先端部分を重ねて45度 ぐらいに開
いて､一枚の葉っぱを兎の長い耳に見立てた
横向きの兎の形であろう｡これは細長い葉っ
ぱであればどんな葉っぱでも良いのだが､大
小の違いがあれば胴体になる葉っぱと耳にな
る葉っぱの工夫も生まれよう｡また細長い葉
《この葉っぱ 魚みたい 17例≫
っぱ二枚であれば自分の耳に当てて自身が兎
になって､跳ねる身体表現も生まれよう｡｢紅
葉はね､うさぎになるんだよ｣という考証は
未解決であるが単に紅葉した葉っぱを紅葉
(もみじ)と言って遊んでいたかもしれない｡
あるいは､もみじの葉を破いて兎の特長であ
る長い耳を作ることで､兎を構成して遊んで
いるかもしれない｡｢にわとりの とさかにな
るよ｣と言う発想は､赤く紅葉してぎざぎざ
した葉っぱを見立てたものであろう｡見立て
遊びは ｢似てる似てない｣と言ういたって簡
単な発想の遊びが発端であるが､こうして形
を作るという遊びに発展をしていく｡形の発
見は､形の構成､組立への造形感覚の基礎で
ある｡
1.この葉っぱいろいろな動物に見えるね｡ね一､見てみて､これはワニみたいだね｡
お口を大きく開いているワニみたいだね｡ ('92-38)
2.わあー､この葉っぱ イカみたい｡ ('92-20)
3.この葉っぱ 魚みたい｡ ('92-27､'93-10)
4.この葉っぱ かめになったよ｡ ('93-42)
5.この葉っぱ かいじゅうになるね｡ ('92-8)
6.この葉っぱ 怪獣 (恐竜)さんみたい｡ ('92-129､'93-52)
7.ぞうきんみたい｡ ('93-24)
8.この葉っぱ 猫みたいだ｡ ('92-6)
9.この葉っぱ いも虫みたい｡ ('92-38)
10.この葉っぱは 烏の羽根みたい｡ ('93-86)
ll.この葉っぱ 小鳥さんみたいだね｡ ('93-84)
12.先生 この葉っぱ烏みたい｡ ('93-48)
13.先生見て､角みたいでしょう｡(いちょうの葉を頭に立てて) ('92-42)
14.きつねの葉っぱ あげるね｡ ('93-81)
15.この葉っぱ きつねの顔みたい｡ ('92-8､一73)
16.この葉っぱ きつねみたい｡かわいいね｡ ('93-4)
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17.きつねのしっばだ｡ううん､たぬきのしっばだよ｡ ('92-57)
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※葉っぱの見立て ｢動物編｣である｡植物の
種芙削こよって､葉の形はさまざまであるo大
きな葉っぱもあれば､三裂､五裂､卵形､長
卵形､扇形､等々｡この様々な形に対して､
面白い形見つけた､という事で楽しみ遊べる
場面もあろう｡これは押し葉にしたり､フロ
ッタージュをして形を残してやる必要があろ
う｡特に見立てを必要としなくとも形や色の
みで遊べれば､それで良いのだが様々に出て
くる見立てを大切にしていく事で､遊びは多
岐にわたり様々な展開が期待でき､思わぬ工
夫も生まれ活発な活動が期待できる｡落ち葉
は自然の現象であるが､落ちてくる必然性の
中に幼児の心を打つものが既に生まれている｡
葉の色の変化のみでも色々な発想が生まれた｡
虫に食われて本来の葉の形を失った落ち葉は､
見立ての好材料である｡同じ葉っぱでもきつ
ねに見えたり魚に見えたり様々である｡｢きつ
ねの葉っぱ あげるね｣は人間関係を示すと
共に､見立てと遊びの方法をも示唆していよ
≪おぼけの葉っぱだ 8例≫
う｡友達からきつねに見える葉っぱを受け取
って､きつねの見立てが自分にもでき､お返
しに ｢魚の葉っぱあげるね｣などとなったら
と思う｡ひとつの見立て､発想を特定の個人
のものとして守って大切に残してやる事より
も､どんどん広げて ｢ちえちゃんが葉っぱの
猫さん見つけたよ｣｢猫さん､まだいるかな｣
などと皆で或る形捜しをしたら､めあてのあ
る活動となろう｡往々に､ビニール袋に集め
てきた葉っぱを画用紙に貼って見立てを定着
させて造形活動をさせている場面を見受ける
が､特にそのことが大切であるというわけで
はあるまい｡作品として残してやる事ばかり
が頭にあるとどうしても､こうした活動をし
て終わってしまいがちである｡一つの見立て
を定着させる事より､沢山の見立てをあれこ
れ､次から次と友達 と交換して ｢明日もやろ
うね｣と含みを持たせて終わらせる事の方が
造形的な感覚や感性を育てる事になろう｡
1.あー ほんとだ- おぼけの葉っぱだ｡
2.あの木もおばけみたいにひょろひょろだ｡
('92-61､'93-61)
('92-61)
3,あの葉 おばけみたい｡ ('92-61)
4.先生見て おぼけの葉っぱ｡ ('93-81)
5.大きい葉っぱだな-Oお面みたい. ('92-75)
6.この葉っぱ おぼけの顔みたい｡ ('92-104)
7.この葉っぱ 鬼みたいに見えるね｡ ('92-45)
8.これ王様みたい｡ ('92-21)
※おぼけというのはどんな形をしているのだ
ろう｡誰もはっきりとその姿を見ているわけ
ではない｡だから ｢お化け｣の見立てなどで
きるわけはないのである｡当り前の論法で考
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えれば､｢おばけみたい｣という幼児の表現は
どこかでおぼけの姿を見てその姿､形､そこ
からの具体的なイメージを持っていることに
なる｡しかもそれは特定の幼児ではなく､共
通して使える表現であることを考えると存在
しないおぼけの形がどこかで作られて一般化
されていることになる｡その形がどのような
ものであるかは ｢おばけみたい｣と幼児の示
すあれこれを総合することで想像できるであ
ろう｡｢おばけ｣という言葉の持つ意味やニュ
アンスからおおよそ､その形がイメ-ジされ
るoそれは気味の悪さや怖さで､不確定で､
まとまりもなく､また捉えようもない形や受
け入れがたい怖い様相などである｡おぼけは
見てはいないけれども､見立てができる背景
は経験している事になる｡また初めて目にし
《この葉っぱ 顔より大きいよ 10例≫
て自らの驚きを込めてその形を ｢おばけみた
い｣と言ったり､並のサイズを越えるLLサ
イズに対して ｢おばけみたい｣というのは大
人と変わらない｡しかし､とびきり大きくて
立派な物には ｢お化け｣より ｢王様｣の方が
ぴったりの見立てである.
おぼけの形を見つけるという事はそこにあ
る程度の標準的な基準が形成されていること
の現れであろう｡物の形や色彩､大きさ､量
感､全体のイメージなどが標準的に積み重ね
られて判断基準が確定していく｡そのことは
幼児が生活していく上で欠く事のできないこ
とである｡それ故 ｢おばけ｣の発見は､確定
していく判断基準を更に大きく深い物にして
いくためにも大切であろう｡
1.このいちょうの 葉っぱ すごく大きいよ｡ ('92-41)
2.大きい葉っぱ 見つけたよ｡ ('92-71)
3.大きい葉っぱだね｡ ('93-124)
4.見て見て この葉っぱ 先生の顔より おおきいよ｡ ('93-17)
5.ねえ先生 この葉っぱとっても大きいよ｡ ('93-4)
6.この葉っぱ大きいね-｡僕の顔が隠れちゃうよO ('93-21)
7.この葉っぱ 顔より大きいよ｡ ('92-87)
8.この木 先生より ずっとずっと大きいね｡ ('93-91)
9.この木 すごく大きいね､私の手じゃ届かない｡ ('93-72)
10.どんぐりの お父さんみたい｡ ('93-76)
※大きな形との出会いは驚きと共に活動的な
要素を持って受け止められる｡小さな形が赤
ちゃん､かわいい､かわいそうという内向す
る傾向に対して､お父さんや先生に代表され
る大人の世界への期待と羨望を含んでいそう
である｡落ち葉で大きな葉っぱといえば､青
桐や朴の葉っぱであろうか｡プラタナスの葉
っぱも銀杏や桜の葉っぱと比べたら大きなも
のである｡葉っぱの大きさの比較対象として
顔が登場するのは､身近な尺度としての思い
付であろうが葉っぱをお面に見立てをする遊
び (後出)と関連があろう｡落ち葉ではない
佐藤 :言葉の採集にみる 『幼児の世界』 ②
が里蕗や里芋の葉の大きさはどうであろう､
同じ葉っぱとは云え比較検討の余地はない｡
機会があったら一度は経験したい出会いであ
る｡さて､大きな葉っぱは比べっこを通して
おのずと見つかるのだが､種類によってはど
れもこれも大きな葉っぱである｡これでは幼
児の感性に響かない｡比べて､その違いを見
つけることで感覚は育っていくものである｡
見つけることや出会うことがそれを更に印象
強くしてくれる｡幼児にとって大きなものに
《この葉っぱ お面みたいだよ 11例≫
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対する反応は期待と同時に恐怖の感情がある｡
それは､成長していく自らの将来-の期待で
あり､反対に自分を圧迫しかねない大きさ-
の本能的な恐れであろう｡｢お化け｣や ｢鬼｣
などと結びつけた受け止め方となって現れる｡
しかし大きな物に対する感動は気持ちを元気
づけてくれる｡日常的な出来事の繰 り返しば
かりでは､感動が得られない.自分がすっぽ
り隠れる大きな葉っぱとの出会いは､また新
たな幼児の世界を作ってくれそうである｡
1.この葉っぱ 穴があいてるよ｡ ('93-25)
2.この葉っぱ 虫が食べてある｡ ('93-3)
3.この穴 虫が食べちゃった みたいだよ｡ ('92-128)
4.この葉っぱ 半分食べられちゃっているね｡ ('93-58)
5.この葉っぱ 穴が開いていて お魚さんの顔みたい｡ ('93-17)
6.この葉っぱ すごいよ､だって目と鼻と口がついていて お顔みたい｡ ('92-38)
7.この葉っぱ (人の)顔みたい｡ ☆
8.この葉っぱ お面みたいだよ｡ ('93-18)
9.お面みたいな 葉っぱ-0 ('92-77)
10.この葉っぱ ウル トラマンの顔みたい｡ ('92-124)
ll.この葉っぱ 穴あいてるよ｡(穴を覗いて)ここから先生見えるよ.('93-114､-118)
井発想の原点は物の変化変容である｡同じ形
の葉っぱでも､大きさが違えばそれに気づ く
ことで､色々な発想が生まれる｡緑の葉っぱ
が赤 く紅葉して変化すれば､それがきっかけ
となって思いも寄らない発想が生まれる｡き
れいな葉っぱ集めをしている内に､形のきれ
いさだけでは物足りなくなる､おもしろくな
いのである｡そんな時､虫のいたずらが子供
たちの目を捉える｡虫に食われて穴の空いた
葉っぱが魚に見えるのである｡きれいな葉っ
ぱとは全然違う視線が生まれたことになる｡
往々にして虫食いの穴は丸く､ちょうど生き
物の目を連想させる｡葉っぱを縦にしたり横
にすることによって､魚になったり､きつね
になったり､人の顔になったりする｡虫の穴
あけは造形遊びのまたとない面白いきっかけ
にすることができる｡｢虫さんも穴あけ遊びを
して一杯遊んだんだ｣こんな言葉を投げかけ
てみたらどうであろう｡結果としてのお面よ
り､作り手としての虫と同じ様に遊ぶことが
期待できる｡虫さんは葉っぱを使ったけれど､
こんな紙を用意してあるよと葉っぱの様な形
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で幼児の顔 ぐらいの大きさの用紙を見せたら
どうであろう｡穴あけには大きめの釘を使い､
発泡スチロールの板の上に用紙を置けば穴あ
けも面白い遊びである｡ここからどんな発想
が生まれて､どんな遊びに発展するかは幼児
任せであるo始めからお面を作る予定をして
《この葉っぱは 天狗の うちわみたいだな
しまっては､虫さんと同じ様な穴あけ遊びは
楽しめない｡釘の穴を細かく繋いで丸くすれ
ば､ぽっかりと大きな穴をあけることができ
る｡保育者が先に遊んでみる必要があろう｡
先生の楽しい思いつきは､きっと､僕にもや
らせてという子が出てくるであろう｡
11例≫
1.これ うちわみたいだね｡ ('92-64)
2.大きい葉っぱ 見つけた､うちわみたいだね｡ (793-33)
3.この葉っぱ うちわみたい｡ ☆
4.この葉っぱで あおいであげるね｡涼しい､うちわみたいだね｡ ('93-70)
5.この葉っぱは 天狗の うちわみたいだな｡ ('93-32､-46)
6.この木が 千歳飴だったらいいね｡ ('92-7)
7.この葉っぱ 綿菓子みたい｡(お店屋さんごっこ) ('92-83)
8.この葉っぱは ぺろぺろキャンデーO(お店屋さんごっこ) ('92183)
9.この葉っぱ 振りかけにするとおいしそう｡ ('92-75)
10.この葉っぱ見て､粘土をくるんでかしわ餅だよ｡ ('93-49)
ll.この葉っぱ ケーキの飾りに使うのO ('92-87)
※楽しい形の発見は､自然にそれを使って遊
ぶという行動になるであろう｡｢うちわみた
い｣という見立ては､す ぐに仲間に伝播して
｢あおいであげるね｣とお互いに大きな葉っ
ぱで遊ぶことになる｡うまく風が送れたり､
手元が折れてしまったリ､扇 ぐという簡単な
動作にもそれなりのコツや工夫が必要となるO
｢天狗の うちわみたいだな｣という発想は
何やらまた大掛かりな遊びのきっかけになり
そうな見立てである｡｢天狗のうちわは二本あ
ったら空を飛べるんだ｣｢剣にもなるんだぞ｣
｢天狗のお面､お祭りで売ってたぞ｣こうした
場面をきっかけとして､天狗のうちわ作 りと
いう遊びが誕生しよう｡画用紙を色々な形に
切る､その形に合わせて同じ形をもう一枚切
る｡色を塗ったY上 模様を描いたりして二枚
合わせて貼り合わせる｡その時割り箸を挟め
ば天狗のうちわの出来上がりである｡少し大
きければ､クリー ニング屋さんの-ンガ-(過
当に曲げて取っ手を作る)を利用する｡見立
てや発想は遊びの大切なきっが ナである.物
を利用して遊ぶことは､工夫を必要としその
工夫は､また新しい発想を生んでくれる｡｢天
狗のうちわみたいだな｣という時にその言葉
に感心してうなずいただけで終わってしまっ
ては､思ったことや考えたことを自由に表現
するという習慣はなかなか育たない｡｢天狗の
うちわ作 り｣などというテーマは先生の発想
ではもともと成 り立たないであろう｡見立て
をすることと､その見立てをきっかけとして
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遊ぶこととのチョッとした橋渡しをするのが
保育者の役目であろう｡
様々を見立ての中で､ことのほか多いと思
われるのは食べ物の見立てである｡様々な食
物に接して生活をしていることの現れであろ
う｡また､その食べ物は季節やある種の行事
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と関係があり､その食べ物を発想することは､
おのずと関連する遊びが幼児の脳裏に行き来
していることであろう｡最も一般的な ｢お店
屋さんごっこ｣は色々な物を包括してくれる
ので便利な遊びといえよう｡
⑤ 【落ち葉と遊び】108例
≪この葉っぱ 船みたいだねO水に浮かぶよ 10例≫
1.ほら 日傘になったよ｡(大きな葉っぱ) ('93-124)
2.かえるのかさだよ｡ ('92-78)
3.この葉っぱ リボンにするね｡ ('92-8)
4.いちょうの葉っぱで船を作ったよ｡ ('92-62)
5.この葉っぱ 船みたいだね｡水に浮かぶよ｡ ('93-32)
6.この葉っぱ 船みたい｡ ('92-6)
7.このどんぐり コマみたいO ('93-105)
8.指輪ができたよ｡(落ち葉を使って) ('92-95)
9.ドレスを着たバレリー ナみたい｡(紅葉を拾って) ('93-126)
10.見て 宝石みたいでしょう｡(落ちている木の実を拾って) ('93-58)
※一枚の落ち葉をしげしげと眺めて､あれこ
れと見立をして楽しむ事は形の発見を通して
のごくありふれた遊びであろう｡しかし､楽
しい見立ては身体の活発な動きに通じるもの
である｡例えば前例の動物の見立ての場合で
も､見立てた葉っぱを持ってその動物の仕種
をするなどは､しばしば見受けられる｡｢鳥
みたい｣と見立てた葉っぱは､やはりあちら
こちらと飛ぶことが幼児の発想として自然で
あろう｡その思い付きが楽しければ楽しいほ
ど､身体的な動きとして現れるだろう｡いち
ょうの葉を頭に立てて ｢角みたいでしょう｣
という見立で先生に呼びかけた幼児は､きっ
と牛や山羊や鬼等になって駆け回ったことで
あろう｡見立てをすることはそれだけでも楽
しい遊びになってほしいものである｡葉っぱ
を使っての活動的な遊びの展開は見立てに直
結して周囲の条件さえ整っていれば､おのず
と始まるであろう｡一人一人がそれぞれに思
い思いに落ち葉と関わって遊ぶ場面から､や
はり友達に伝わっていく遊びや他の友達を引
き付ける遊びが登場するであろう｡楽しさと
いうものは本来的にそうした要素を持ってい
るといえる｡見立てをして､その形を保って
身体の動きで遊べる単純で瞬間的な遊びから､
見立ての発想をきっかけにして物を造る遊び
が生まれてくる｡もともと見立ては､すっか
りその物ということはなく形が似ていたり､
ちょっと何かを付ける事でそれらしくなると
いう物である｡｢この葉っぱ､船みたい｣と言
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って水に浮かべて沈んでしまったら､何らか
の工夫が必要となろう｡勿論､本当の水に浮
かべる必要もないわけで､水色の画用紙や､
ビニールテープの上に並べる事で色々な船が
浮かべば､それも一工夫であろう｡広い池や
海の見立て､長い川の見立の上に成り立つ遊
びでもある｡｢落ち葉のバレリー ナ｣も舞台を
工夫して踊らせてみたいものである｡舞台が
できたらたくさんのバレリー ナが登場しそう
である｡｢このどんぐり コマみたい｣という
《この葉っぱは お金にしようね 10例≫
既に遊びに使った経験を基に物を見ていくこ
ともしばしばで､｢どんぐりコマ｣で遊ぶこと
の楽しさが期待できよう｡落ちている木の実
を拾って ｢宝石みたい｣という発想は形より
も色を基に見立てたと思われるが､大変な宝
物の発見であるo小さな小箱が一人一人に用
意できれば､時々に見つけた宝物を大切に仕
舞っておくことができる｡宝の小箱は時々思
い出したようにそっと蓋を開けてみて楽しむ
ことで良い｡
1.この葉っぱ おままごとに使うの｡ ('92-84)
2.この葉っぱは お金にしようね｡ ('92-75､-88)
3.この葉っぱ 切符ね｡(長ブランコ) ('92-86)
4.この葉っぱが 入場券です｡(滑り台) ('93-28)
5.これフルーツ｡(どんぐりと殻を使って) ('93-69)
6.この葉っぱは お皿にして下さい｡ ☆
7.この紅葉 ケーキに使うの｡ ('93-1)
8.赤い葉っぱはいちご､黄色い葉っぱはみかん､緑のはぶどうにしようね｡ ('93-26)
9.焼きそば いかがですか｡(一輪車にたくさんの葉っぱを乗せて) ('93-31)
10.このどんぐりは ご飯だよ｡ ('92-113)
※葉っぱで遊ぶことのためには､お互いの共
通理解が必要である｡その前提は見立てが共
通することであろう｡あるいは､お互いにそ
の前提を約束し合うことで遊びが始まるとも
云えよう｡｢この葉っぱ お金にしようね｡｣
は狸や狐のばかし合いのお話にヒントを得た
ものか定かではないが､この呼びかけにお互
いに領き合うことで遊びのシナュェ-ション
が成り立ったと見てよいであろう｡残念なが
らどんな遊びが展開したのかは不明であるが
少なくともこの呼Urが ナに答えた何人かの友
達とは物の売り買い､お店屋さんごっこの遊
びが始まったことであろう｡長ブランコに乗
るための切符や､滑り台の一回毎の入場券に
葉っぱを見立てて使うことは､長ブランコに
無意識的な動きで乗る日常的な状況を一変さ
せて､別の新たなシチュェ-ション作りにな
っている｡同じ滑り台でも今までとは違う楽
しい遊びの誕生となったわけである｡しかし
葉っぱのお金にしても､入場券にしてもやや
不都合なことが起こる｡その不都合さに気付
く事は､また新たな遊びのきっかけにもなる｡
葉っぱの大きさがまちまちであることに気付
けば､お金の額の違いや交換する物の大小の
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違いに転換して遊ぶ事もできよう｡入場券で
は､大きな葉っぱは､お二人さん入場の券に
なるかもしれない｡あるいは､もとに帰って､
同じ種類の同じ大きさの葉っぱ集めや､入場
券になりそうな葉っぱ集めをするのも良いで
あろう｡もちろん､葉っぱにいつまでもこだ
わる事はない｡もっと本物に近い入場券を作
る事もできる｡画用紙を小さく切って､サイ
ンペンのキャップの頭でもスタンピングして
飾りをつければ､入場券はどんどん出来る｡
もちろん葉っぱのプリンテングをして作れば､
それなりの連続性が出てくるであろう｡フロ
ッタージュをして葉っぱを写す事も､その後
《いっぱい葉っぱを集めて はるまきにするの
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の遊びが待っているだけに意欲的な活動とな
ろう｡プリンテングもフロッタージュも表現
遊びの技法としてのおもしろさはあるが､そ
の後の遊びへの道筋が無く尻切れとんぼにな
ってしまう事を考えると入場券や切符作 りは
楽しいテーマになりそうである｡総じて､ま
まごと遊びに使う葉っぱは､その時限りの物
で保存には耐えない｡落ち葉とは云えそのし
なやかさや､しっかりした形は時間の経過の
中で､お皿としては役に立たなくなってしま
う｡こうした不都合さは､先に述べたように
新たな遊びのきっかけとして捉えたいもので
ある｡
13例≫
1.葉っぱで かしわ餅作れるんだよ｡ ('93-101)
2.見て､葉っぱで包んだ お寿司｡ ('92-98)
3.茶わん蒸しみたい｡(どんぐりと殻を使って) ('93-69)
4.この葉っぱ 綿菓子みたい｡(お店屋さんごっこ) ('92-83)
5.この葉っぱは お寿司だよ｡ ('93-39)
6.この葉っぱは きのこにしようね｡ ('92-43)
7.この葉っぱで のり巻き作ろう｡ ('93-43)
8.この葉っぱで 桜餅作るの｡ ('92-104)
9.この葉っぱ 焼きいもみたい｡ ('93-37)
10.いっぱい葉っぱを集めて はるまきにするの｡ ('93-2)
ll.この葉っぱ さくらんぼになるよO ('92-132)
12.この赤い葉 りんごなの｡ ('92-61)
13.このケーキに 葉っぱで飾りつけるんだo ('92-122)
※落ち葉に限らずに､葉っぱを使って食べ物
の用に給する事は自然に囲まれた生活の中で
はあたり前の事であった｡容器の食べ物を小
分けにして多人数で食べる時は大きな葉っぱ
がお皿の役目をしてくれた｡葉っぱで食べ物
を包むという簡易で便利な方法は､その菓っ
ぱごと食べてしまう食物の誕生にもなった｡
葉っぱの持つ独特な香りが晴好の対象となっ
たわけである｡調理の方法としても葉に包ん
で焼いたり蒸したりと､古来の方法が残され
日常的に目にすることができる｡従って葉っ
ぱを使って遊ぶ場面で食べ物からの発想も多
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い｡食べ物は幼児にとって､理屈抜きで手の
出るものである｡古くから｢お家ごっこ｣｢お
母さんごっこ｣等のままごと遊びで､食べ物
はしばしば登場した｡現在の幼稚園での､ご
っこ遊びを調べてみると食べ物に関するごっ
こ遊びは ｢レストランごっこ｣に代表される
形で次のようなごっこ遊びが展開されている｡
｢ケーキ屋さん｣｢おだんご屋さん｣｢アイス
屋さん｣｢プリン屋さん｣｢お菓子屋さん｣｢ク
ッキー屋さん｣｢パン屋さん｣｢コーヒー屋さ
ん｣｢ラーメン屋さん｣｢お寿司屋さん｣｢ドー
ナツ屋さん｣｢-ンバーガー屋さん｣｢カレー
屋さん｣｢おにぎり屋さん｣｢果物屋さん｣｢た
こやき屋さん｣｢焼きいも屋さん｣｢お米屋さ
ん｣ままごとセットのある片隅や砂場､水道
のそばや水溜まりのできた園庭､フェンスの
脇や木の下など様々な場所でごっこ遊びが展
開する｡そこでは必ず落ち葉が使われると言
うことではないが葉っぱと食べ物のごっこあ
そびは､初めに述べた様にどことなく自然で
無理がないような印象がある｡かしわ餅や桜
餅を作るというのはそれこそ､その物の見立
てであるが ｢のり巻き｣や ｢お寿司｣｢はるま
き｣なども共に葉っぱで包むという用に役立
てているわけである｡中身は何であろう｡砂
≪この葉っぱ トゲトゲしているよ 10例≫
や泥を工夫して固めたものが多いのではなか
ろうか｡｢ケーキに､葉っぱで飾 りつけるんだ｣
という使い方もケーキそのものは､砂を固め
たものであろう｡さて､できた食べ物は誰か
がおいしくいただいてくれないと､遊びとし
ては続かなくなってしまう｡あるいは､お皿
や箱を用意しないとお店に並ばない｡またお
店の主人が一人で作っていてはたくさん並ば
ないし､材料が少なければたくさんはできな
い｡ちえちゃんの思い付いたたったひとつの
｢はるまき｣より皆で作った10っこの ｢はる
まき｣の方が楽しく､ちえちゃんの喜びも大
きい筈である｡葉っぱを用に役立てることで
遊ぶことは､工夫という遊びの大切な要素を
経験したことになる｡工夫は別の言葉に置き
換えれば創造性となろう｡豊かな創造性とい
う言葉は造形教育のうたい文句である｡
食べ物といっても ｢この赤い菓 りんごな
の｣という見立ては､葉っぱを用に役立てる
ということではなくて､落ち葉そのものを果
物に見立てたわけである｡それは前述の形の
発見の項目に入れるべきであったが､食べ物
との共通性ということでこの欄に入れること
となった｡
1.海の音がする｡風の吹く音がする｡(いちょうの葉を集めて耳元で鳴らして)('93-94)
2.葉っぱ キラキラしているo ('93145)
3.パリパリ 音のする 葉っぱがあって おもしろいよ｡ ('93-41)
4.パリパリのと ふにゃふにゃの葉っぱがあるよ､おもしろいねえ｡ ('92-69)
5.これ ぎらぎらしている｡ ('93-42)
6.この葉っぱ つるつるしてきれい｡ ☆
7.この葉っぱ トゲ トゲしているよ｡(落ち葉に触れて) ('93-48)
8.この葉っぱ ぐちゃぐちゃした線があるよ｡ ('92-128)
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9.見て､この葉っぱ パリパ リしているよ｡ ('92-69)
10.葉っぱ いっぱいで ふわふわだO ('93-122)
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※落ち葉を手にして様々な言葉が幼児の口か
ら漏れてくる｡その時々の思いつきや心情が
背景にあっての言葉もあろう｡ここに集めら
れた言葉はそうした内面的なことを背景にし
ているというより､現実体験を直感的に表現
したものである｡感性の表現としては黄も単
純で本能的な感覚反応である｡落ち葉を手に
するわけであるから､当然のことながら落ち
葉に触れての感覚的な反応が大きなウエイト
を占めることもある｡余りにも感覚的なこと
ではあるが同時にそれは観察行動の原点でも
ある｡物の持つ性質や特長を理解していくた
めには欠くことのできない一面である｡物把
握の経験は､社会の仕組みやその進展あるい
は､高度文明社会化され一次産業が見えなく
なった大都会で育つ幼児にとっては貴重であ
ると言えよう｡都市化現象は全国津々浦々ま
で進展しテレビという視覚メディアが日常生
活の中心と成り､幼児にとって物の理解は視
覚､それも映像を見て理解を積み重ねていく
ことになる｡その事で欠けがちになるものは
現実体験であり､そこで知る物の本質であろ
う｡あるいは物に触れて感じる新たな自分自
身の発見である｡このことは総合的な物理解
を通して成長が望まれる幼児にとって欠くこ
とのできない事である｡ユニークで独特な感
覚で個性的と言える感性の出現を､この幼児
期にあって望むことではないが､おしなべて
一様に同じ行動や判断で､一人一人の自発性
の発揮のきっかけが見出せないことは困りも
のである｡マスメディアによる不幸な結果と
見ることもできよう｡
さて ｢海の音がする｡風の吹 く音がする｡
(いちょうの葉を集めて耳元で鳴らして)｣と
いう幼児の言葉は余 りにも詩的な表現で驚く
ばかりであるO 直接的な感覚体験の表現であ
りながら､音の見立てが加わると､それは幼
児の表現という個性の表出として捉えなくて
はなるまい｡厳密なその場の状況は想像の城
を出ないが､きっとこの言葉がきっかけにな
って廻りの友達も海の書風の音を聞くことが
できたのではなかろうか｡
≪このどんぐりさん 寒いのかなぁ 帽子かぶっているよ 12例≫
1.葉っぱのミサイルだぞ｡ ('93-80)
2.花火みたいでしょう｡(葉っぱを上に投げる) ('93-68)
3.トトロも拾いに来るかな｡(どんぐり) ('93-6)
4.どんぐりの お家 見-つけた ! (どんぐりのかさ) ('93-5)
5.どんぐり 帽子かぶっているO ☆
6.どんぐりの 帽子落ちていたよ｡ ('93-76)
7.このどんぐりさん 寒いのかなぁ 帽子かぶっているよ｡(散歩) ('9310)
8.見て､どんぐりから出てきたんだよ｡かわいいね｡(虫) ('93-134)
9.このどんぐり お土産に持って行 くんだ｡ ('93-4)
50 清泉女学院短期大学研究紀要(第14号)
10.人間掃除器だぞ-o(落ち葉を足で集めて) ('92-55)
ll.先生に リボンつけてあげる｡ ('93-68)
12.先生 結婚おめでとう｡(落ち葉を紙吹雪に見立てて) ('92-57)
※様々な遊具､新しいおもちゃ､きれいな絵
本､コンビュウタ-ゲーム､ビデオアニメな
ど､家庭でも幼稚園でも子供たちを取り巻 く
遊び道具は多様でこれからの時代を先取りす
るかのように新しい物が登場する｡幼児の興
味を引きつけ､目をくぎづけにするおもちゃ
の開発が盛んである｡勿論､親の心をとらえ
る子供の能力開発にうってつけのおもちゃ､
早 く言えば勉強道具､教材が登場することに
なる｡良くも悪 くも幼児は､時代の中で生き
て成長していかなくてはならない｡時代が生
むおもちゃを相手にして､やはりそこから学
んで生きていく力を得ていかねばならない｡
時代と共に変わっていくおもちゃは､自らの
子供時代の証しで郷愁を伴った存在となろう｡
幼児期に触れ合うおもちゃ頬､絵本頬も子供
を取り巻 く､ひとつの環境であろう｡環境に
依る教育が唱えられてから､まだ日は浅い｡
環境が人を育てることは､ずいぶん昔からの
通説なのだが､いざ環境に依る教育の実践と
なると皆目見当もつかない｡保育室内の明る
さ温度や衛生面での環境､園を取り巻 く自然
環境､園庭の広さや固定遊具などの設備環境
等､物の環境ばかりでなく､人間関係から生
まれる人的な環境､地域の持つ社会的な環境､
《葉っぱを 滑 り台から 落として競争しよう
現代社会の持つ経済的､時代的環境､荒廃し
ていく地球環境､とひとくちに環境といって
もとどまる事を知らない程である｡直接なり
間接なり､大なり小なりこれらの全ては人の
成長に関わりがあるといってもよいであろう｡
｢葉っぱのミサイルだぞ｣といって大きなと
がった葉っぱを投げて遊ぶ子供の姿は､占領
地区の戦火に明け暮れる地域のものではない｡
勿論紛争地域の影響を受けてという事でもな
く､アニメや漫画の劇画の影響であろう｡ア
ニメや劇画の生まれる背景は社会や時代と密
接である｡ トトロもアニメの主人公であった｡
幼児と環境を考えるといった時に園の近くに
大きなどんぐりの木があって､どんぐりと遊
ぶ子供たちの姿を見て､あるいは埋もれるよ
うな落ち葉とたわむれる姿を見てすぼらしい
環境だと満足してはなるまい｡どんぐりの種
をまいて､あちこちに移植して縁の環境作り
に熱心になる事の方がまだしも意味があろう｡
環境という言葉はともすると受け身で､影響
を受けるだけの意味に捉えがちである｡幼児
自身が環境を作り環境を変えていく事の楽し
さと､その意味を体験していくことができた
ら環境に依る教育という事が実践された事に
なるのではないだろうか｡
10例≫
1.この葉っぱはのどに良くて､こっちの葉っぱは痛いのが治るんだ｡(薬屋さんごっこ)
2.蝶々 みたいになちゃった｡(スタンピング) ('93-24) ('92-89)
3.この葉っぱ こんなに線があるよ｡どうしてかな? ('92-79)
4.この葉っぱ ぐちゃぐちゃした線があるよ｡ ('92-128)
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5.これで魚が 釣れるよoそうだよいっぱい釣れるよO(木の枝を集めて) ('93-108)
6.葉っぱさん バイバーィ｡葉っぱさん 先に行って待っててね｡(流れる葉っぱ)
7.葉っぱを 滑り台から 落として競争しよう｡ ('93-18)
8.ちょっとしゃがんで この葉っぱつけてあげる｡ ('93-93)
9.この葉っぱをね ヒロ君にプレゼントするんだ｡ ('93-41)
10.いっぱい落ち葉拾って お土産にする｡
※先にレストランごっこで､たくさんのごっ
こあそびの例を挙げたが ｢薬屋さんごっこ｣
は､あちらこちらに開店するドラッグストア
を模しての遊びを連想させる｡しかし､ ドラ
ッグストアではなくて､遊びの内容は葉っぱ
そのものを対象として ｢この葉っぱはのどに
良く､こっちの葉っぱは痛いのが治るんだ｣
というやり取りにも見られるように､まさに
漢方薬そのものの発想遊びである｡きっかけ
としては､伝承的に受け継がれてきた家庭内
療法を見聞きした経験がもとになっているの
かもしれない｡のどに効 く葉っぱの見本が必
要である｡その葉っぱ捜しという展開がグル
ープの遊びとして期待できよう｡薬効はさて
おき､葉っぱを選別するところに物を捉える
視線の力が求められる遊びである｡また手当
てをすることは｢お医者さんごっこ｣｢歯医者
さんごっこ｣｢手術ごっこ｣等の遊びを生んで
いくきっが ナでもあるO｢死体ごっこ｣などと
言うごっこ遊びの報告があるが､この一連の
遊びのものであろうか｡
木の枝を集めて魚が釣れるという思い付き
は､釣 りぎおを見立てた物であろうが､昔の
魚猟法のひとつで葉っぱをつけた枝を池に投
げこんでおくと､魚がその下に集まるのであ
る｡実際の釣果はともかく模擬の遊びとして
枝の先に糸を付けて魚を釣る道具として使う
ことができよう｡糸の先は針であるが､マグ
ネットを付けて代用すれば魚釣 り遊びもなか
('93-22)
なかの釣果が得られて楽しい遊びになろう｡
子供たちのこうした言葉のやl)取りがきっか
けで魚釣 りごっこが始まるのか､魚釣 りごっ
この後でこうした言葉が出てきたのかは不明
である｡後にしろ先にしろ､新 しい思い付き
は大切にしたいものである｡
｢葉っぱ こんなに線があるよOどうして
かな｣という葉っぱの葉脈の発見は､クレヨ
ンを使ってのフロッタージュ技法による遊び
の結果であろう｡葉っぱとクレヨンとの遊び､
を通して､今まで見過ごしていたことに気づ
くことができたわけである｡しかしクレヨン
を使って表現だけを求めていくとこうした言
葉を無視しがちになる｡
｢葉っぱを滑 り台から落として競争しよう｣
という単純な遊びは遊びの原理の一例と見る
ことができる｡｢競争｣はR･カイオワがその
主著 ｢遊びと人間｣で指摘した遊びの原理の
｢アゴーン｣に相当するからである｡競争に
は勝者と敗者が付き物である｡幼児の造形遊
びの場面でそれは余り好ましいこととは言え
ないであろう｡しかし､遊びのねらいを物の
持つ特性の比べっ二に置くと競争という技術
や力とは別の物として捉える事ができよう｡
例えば早 く滑り下 りる葉っぱ同志が絡まって
結果が出てくるおもしろさは ｢偶然性｣に依
る事になる｡これはカイオワの指摘した遊び
の原理の｢アレア｣に相当する｡ちなみに｢ミ
ミクリ-｣は ｢模擬｣と訳されて子供のごっ
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こ遊びせ例に遊びの原理を説明していること は興味深いことである｡
《見てみて､葉っぱが ダンスしているよ 9例≫
1.葉っぱと葉っぱが 追いかけっこしているよ｡(風に舞う葉を見て) ('92-38)
2.ねえ見て､落ち葉がかけっこしているよ｡ ('92-126)
3.見てみて､葉っぱが ダンスしているよ｡ ('92-79､'93-28)
4.落ち葉が踊っているよ｡ ☆
5.葉っぱが 飛んでる｡ ('93-51)
6.葉っぱが いっぱい飛んでる､きれい一｡(風が吹いて葉が舞う) ('92-77)
7.葉っぱが 歩いている｡(風に飛ばされている菓) ('93-85)
8.葉っぱが くるくる踊りながら 落ちてきたんだよ｡ ('93-63)
9.葉っぱが 逃げていっちゃう｡ ('93-122)
※落ち葉の生死を考察したことがあった｡(節
号 【落ち葉の生と死】葉っぱ死んじゃったね)
そこでは落ち葉の生と死はなかなか微妙であ
ること､また死んだものを再び生き返らせて
遊ぶ場面を考察することができたoこの項で
見る7例はそんな微妙さはまるでない｡落ち
葉は厳然と生きているのである｡しかも落ち
葉どうLが遊んでいるように受け止めている
のである｡一般に動くものは自動車であれ､
空の雲であれ､テレビであれ､生きていると
受け止めていることが多いようである｡風に
吹かれて落ち葉がさまざまな動きをする｡強
い風に吹かれて､園庭を真っ直ぐに横切って
いく落ち葉を目で追いながら､かけっ二をし
ているんだ､とあたかも落ち葉に意志がある
かのような言葉には､一緒になって落ち葉を
≪葉っぱの雨は 濡れませんよ 17例≫
応援したいものである｡或いは落ち葉と一緒
に競争できて､早 く転がる物 (風を受けて)
を作って落ち葉のかけっ二に参加してみるの
はどうであろうか｡こうしたことで落ち葉が
走ったのではなくて､風が落ち葉を運んだこ
とはおのずとわかっていくであろう｡風にも
色々あって､かけっこどころか飛んでいって
しまうような強い風や､同じ所をグルグル回
って､まるでダンスをしているかのような風
もある｡場所によって様々な風が吹 くことに
i)気付 くことになろう.落ち葉のダンスやか
けっ二を眺めて楽しむことは､自然の持つ不
思議さとの出会いでもあろう｡十分に楽しみ
たいものである｡また､それをきっかけとし
て､眺めることからより積極的に自然との関
わりを期待できる場面でもある｡
1.ねえ､先生 ちらちら落ちてくるよ｡ ('92-60)
2.ポテトチップが 降ってるみたい｡ ('93-76)
3.落ち葉の 雪だ一｡ ☆
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4.落ち葉が 雪みたいに 空から降ってきた｡ ('92-75､76)
5.雪みたいに いっぱい落ちていくね｡ ('93-61)
6.雪だよ-｡ふわあああ｡(落ち葉を落として) ('92-55)
7.雪が いっぱい降っているみたい｡ ('92-45)
8.雪が降ってきたよ｡(落ち葉を放 り上げて) ('93-124)
9.先生 葉っぱが雪みたいに降ってきた｡ ('93-131)
10.わあ､雪みたい｡(集めた落ち葉で) ☆
ll.葉っぱの 嵐だ-0 ('93-93)
12.葉っぱの 雨だよ-｡ ☆
13.葉っぱの雨が 降ってきた｡ ('93-48)
14.葉っぱの シャワーだ｡ ('92-95､'93-108)
15.葉っぱの雨は 濡れませんよ｡ ('92-48)
16.両が 降っているみたいだね｡(落ち葉) ('92-39､82)
17.両降ってるみたい｡(銀杏の葉が風で落ちるのを見て) ('93-65)
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※秋もたけなわとなって色付いた木の葉は､
ひらりひらりと風に舞い落ち葉となって､子
供たちに一緒に遊ぼうと呼びかけをする｡こ
の呼びかけに子供達が気付かないわけがない｡
｢ねえ､先生 ちらちら落ちてくるよ｣と早
速の報告である｡ちらちら落ちてくるのは落
ち葉なのだが ｢ポテトチップが降ってるみた
い｣と見事な見立てと発想である｡この見立
てを大切にしてやったら､落ち葉集めではな
くて ｢ポテトチップ集めをしよう｣というこ
とで､集めてからの遊びの展開も期待できる｡
｢面白いことを言うね､おなかでも空いてい
るの｣と交ぜっ返してお仕舞いにしてしまう
にはもったいない見立てである｡ちらちら落
ちてきた落ち葉も､次々ととめどもなく､時
には辺り一面を希うばかりの落ち葉の大乱舞
を繰 り広げることもある｡｢葉っぱの嵐だ-｣
はまさにそうした場面での驚きと感動の言葉
であろう｡それはもう､ただ呆然と立ちつく
して共に見続けるよりほかあるまい｡驚きと
感動は､生きていくことの喜びであり楽しみ
であり､時に大きな支えにもなる｡
樺の高い梢から､次々と落ちてくる落ち葉
は空から降って来るみたいでもある｡山には
もう雪が降って寒さも日毎に感じるようにな
った｡でも本当の白い雪の降る前に子供達に
とっては､落ち葉の雪が降るようである｡落
ち葉を高い空から降ってくる雪と見立てて遊
ぶ姿は､雪国の子供達に限られる発想であろ
うか｡もっとも ｢葉っぱの雨が降ってきた｣
｢葉っぱの 雨だよ-｣も同時に採録できた
わけだから雪国に限らず同様に見立てて遊ぶ
様子が想像できる｡｢葉っぱのシャワーだ｣と
いう見立ては､舞い落ちてくる落ち葉を眺め
て様々に見立てをすることから直接に落ち葉
と関わって遊ぶ活動が見てとれる｡また架空
と現実を説明して ｢葉っぱの雨は､濡れませ
んよ｣都合のいいことを引き合いに､遊びに
誘う言葉も飛び出してくる｡こうした見立て
で遊ぶことができると､空から落ちてこなく
ても集めた落ち葉で ｢わあ､雪みたい｣と感
動の一言が出るから不思議である｡大きな木､
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舞い落ちる木の葉､両手を挙げて走り廻る子 心情と遊びという視点から再認識したいもの
供達､遠 くから眺めるそのシーンは郷愁の- である｡
言がぴったりだが､環境と子供達､あるいは
≪落ち葉の じゅうたんだ｡きれいだねえ 7例≫
1.いちょうの じゅうたんだo(いちょうの木の下で) ('93-61)
2.両がいっぱいになったら じゅうたんになるの○ ('92-65)
3.今日は すごいねえo赤いじゅうたん みたいだね○ ('92-110)
4.葉っぱの じゅうたんだ○ ☆
5.落ち葉の じゅうたんだoきれいだねえ○ ('93-17､104)
6.今日 歩いてきた時に 葉っぱがたくさんあって すごかつたよ○ ('92-39)
※すっかり裸になった木を眺めて､さみしそ
うだねと同情を寄せたことがあった｡(前号
【落ち葉の生と死】葉っぱの気持ちわかる?)
物に寄せる同位化の気持ちが先行しての言葉
であった｡しかし､裸の木の根本には幼児の
視覚を捉える新しい事態が用意されたことに
なる｡単純な発見として､それでも若干の驚
きと感動を込めて ｢葉っぱがたくさん あっ
て､すごかったよ｣という報告めいた言葉で､
それを知ることができる｡そのたくさんの葉
っぱをどんな距牡で捉えたかによって､関わ
り方や見立てが異なってくる｡｢葉っぱの じ
ゅうたんだ｣という見立ては､落ち葉の散り
敷いた一面の広がりを捉える距離が必要であ
ろう｡｢今日はすごいねえ｡赤いじゅうたんみ
たいだね｣は落ち葉の集まりによって変わる
じゅうたんの色の変化を楽しんでいるかのよ
うな言葉でもある｡いちょうのじゅうたんは
さぞかし､その黄色が鮮やかであったことで
あろう｡黄色いじゅうたん､オレンジのじゅ
うたん､赤いじゅうたんは落ち葉による色の
拡がりに依って見立てることができた｡落ち
葉のじゅうたんの上を歩く時には､つま先立
ってそーっと歩かないと壊れそうである,め
んなに赤く広がったじゅうたんも､近くでそ
の上を歩いてみるとあちらこちらと穴だらけ
である｡落ち葉のじゅうたんは､遠 くから眺
めて ｢きれいだねえ｣と言葉を交わすことで
架空の世界を展開できれば良いであろう｡
≪葉っぱが こたつみたいにあったかいよ 11例≫
1.落ち葉の ベットと枕だ｡ ('92-64)
2.落ち葉で ベット作ったよ｡ ('92-62)
3.葉っぱの 座布団だよ｡ ('93-14)
4.葉っぱの お布団だよ (みたい)｡ ☆
佐藤 .言葉の採集にみる 『幼児の世界』 ②
5.落ち葉の おこたつだ｡ ('92-70)
6.葉っぱが こたつみたいにあったかいよ｡ ('93-89)
7.どんぐりが 葉っぱのおふとんで 寝ていたんだってO ('93-63)
8.葉っぱの お布団で 寝ようよ｡ ('93-53)
9.葉っぱ いっぱい集まっていると ふわふわして布団みたい｡ ('92-80)
10.いっぱい 葉っぱを集めると おこたつみたいだね｡ ('93-32)
ll.あー､お風呂ごっこしている おもしろそう｡ ('92-64)
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※落ち葉と遊ぶ幼児のきっかけは､どこまで
も見立てのおもしろさ､友達との共感に依存
している｡見立ては視覚的な面からの様々な
形の発見に依ることが多いが ｢葉っぱの座布
団だよ｣という見立てはどうであろうか｡落
ち葉の赤いじゅうたんは視覚的な面からの発
想であることは明瞭であった｡｢お布団｣とい
うのもや ,似た形からの発想かもしれない｡
しかし ｢葉っぱ､いっぱい集まっているとふ
わふわして布団みたい｣という視覚よりも別
の感覚での見立てであることがわかる｡風に
吹き寄せられたか､ほうきで掃き集められた
落ち葉のふっくらとして､ふわふわした厚み
を持った様子は､布団みたい､座布団だよ､
ベットと枕だという見立てや連想を呼び起こ
したに違いない｡遊びとしては当然のことな
がら ｢落ち葉で ベット作ったよ｣というよ
うに､たくさんの落ち葉を掃き集めてのふと
ん作りである｡相当たくさん掃き集めないと
ふんわりした布団にはならない｡集め方に依
っては ｢おこたつみたいだね｣となってしま
う｡この見立てはどちらかというと視覚的な
形の発見と見ることができる｡しかし､ふん
わりと集まった落ち葉には保温力があって手
をいれてみると ｢葉っぱが､こたつみたいに
あったかい｣ことを知っての現実的な見立て
でもある｡遊びは作ることだけでは終わらな
い｡｢葉っぱの お布団で寝ようよ｣というこ
とになる｡ビニールの袋にでも入れれば､落
ち葉の枕もでき上がる｡しかし､シーツなし
では葉っぱの中に潜ってしまう｡布団という
より寝袋に近 くなってしまう｡それは､別の
子供から見れば ｢お風呂ごっこしている､お
もしろそう｣となるわけである｡現実的な見
立て遊びのほかに ｢どんぐりが葉っぱのおふ
とんで寝ていたんだって｣という絵本や童話
の表現に見られるような架空現実の遊びもあ
ろう｡現実も架空も共にその遊びの展開には､
共感者がいないと独 り言やつぶやきに終わっ
てしまう｡保育者は誰よりも早 く､共感者の
一人にならなくてはなるまい｡
(未了 次号-続く)
